　今月の樹「サンゴジュ」
　サンゴジュ（珊瑚樹）は葉が美しく、水分を多く含むので美観と防火を兼ねて垣根によく植えられたとされるが、最近は近畿圏ではあまり見かけられない。私のすまいの近くの小公園にはこの樹が生垣として植栽されているが、美しい葉どころか何時見てもボロボロに虫（サンゴジュハムシ）に食い荒らされていて哀れである。それでも初夏には白い花をつけ、秋には赤い実をつけるので結構逞しい樹と言えるのではなかろうか。
サンゴジュの（標準）和名は、果実が赤く熟れるころ果柄も赤く色付くので、この果柄の様からの命名と思っていたが、実は果実が珊瑚の加工品に似ているからとされる。今日では珊瑚の加工品といっても分かりにくいが昔は紅朱色の珊瑚を小さな玉に加工し、その真ん中に穴をあけて金銀などの針金を通しその先端をつぶして脱落しないように固定し、針金を組み合わせてかんざしや飾りものにしたという。赤い果実の先端に雌しべの柱頭が残っており、それが房状になっている様はまさに珊瑚細工のイメージなのだそうだ。なお、別名はアワブキであるが、葉が厚いのでなかなか着火せず、材も水分を多量にふくんで燃えにくく、切り口から泡が出るからとされる。こちらの方はわかりやすい。
サンゴジュ（ Viburnum odoratissimum ）はスイカズラ科ガマズミ属に属する常緑高木で樹高は２０ｍに達する。成長は早く、樹勢は強く、株立ちの樹形になりやすい。千葉県以西、東南アジアまで自生するとされるが、日本での真の自生が見られるのは山口県だけとのことである。従って山野よりは街中の公園や庭園樹として見かけることの方が多い樹であると言える。
樹皮は、灰黒色あるいは灰褐色となり、皮目が多い。皮目は点状で、横に裂けている。材は生でも柔らかい。

葉は対生し、葉身は長楕円形で長さ７～２０ｃｍ、幅４～８ｃｍ、縁は全縁、あるいは上部にまばらな鋸歯がある。質は厚く、表面は光沢があり裏面全体に細かい腺点がある。若葉は褐色で、後に濃緑色になる。
July　2014　NKC
6月ごろに、枝の先に長さ５～１５ｃｍほど
の円錐花序をつけ、白い花を多数つける。８月になると、濃い緑色の光沢のある葉の間から、赤い果実を枝いっぱいにつけ、果序の枝も赤いので人目をひく。
サンゴジュは生垣として植栽される。その理由は、前述のように濃緑色の光沢のある葉がきれいで、樹勢も強く、萌芽力が強いので刈り込んでも良く育ち枝つきもよいからである。また、耐陰性も強いので建物の日陰でも良く育つが、徒長枝が直上するので庭園木には適さないとされる。この徒長枝が直上する性質と萌芽力うまく利用したのが、鳥取県の梨畑などで見られるの防風林（垣？）ではなかろうか。この地方を訪ずれると、梨畑の北面や西面にさながら緑の壁を思わせる背の高い生垣に出くわす。
材は重厚なので、器具材として利用されるが、裂けやすいとのこと。沖縄では葉をすりつぶして水に流し、魚をとる毒にしたという。

樹皮にはサリシンと呼ばれる薬効成分が含有されており、人間の体内に入るとサリチルアルコールへと代謝され、その後サリチル酸に変化する。その作用はアスピリンには及ばないもののサリシンには抗炎症作用、鎮痛作用、解熱作用などがあるとされている。
なお、本種の属するスイカズラ科ガマズミ属はAPG分類法ではレンプクソウ科ガマズミ属に移行している。本稿では馴染み深い旧法で表示した。（写真は梨畑のサンゴジュ防風垣）
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